
【イプロス限定配布】

土木・インフラ点検における
水中ドローン活用事例集
〜最新技術で実現する、安全で効率的な点検手法〜

発行：株式会社ジュンテクノサービス
2018年より水中ドローン利活用推進｜6年以上の実績
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水中ROV/AUVの市場について

市場規模の成長予測
ROV中心市場（インフラ点検用途）は、2025年の62億円から2035年には280億円へと約4.5倍に拡大する見通しです。
一方、AUVを含む統合市場では、2025年の231億円から2035年には1,468億円へと約6.4倍の成長が予測されています。

•国交省データ: ROV 2025年62億円、年平均成長率22-34%

•国交省データ: AUV+ROV 2024年231億円→2035年1,468億円(CAGR 18.3%)
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なぜ今、水中ドローンが必要なのか（1/3）

課題1：潜水士の確保が困難化

1. 深刻な人材不足と高齢化の実態

全国の職業潜水士数：約4,400人
（厚生労働省 職業情報提供サイトより）

平均年齢：44歳
（日本潜水協会調査）

20年後の予測：約2,600人まで減少
（日本潜水協会推計）

つまり、現在でも限られた人材が、今後20年間で約

40％減少する見込みです。特に50歳以上の潜水士

が多数を占めており、若手後継者の確保が極めて困
難な状況となっています。
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なぜ今、水中ドローンが必要なのか（2/3）

課題2：安全面のリスクの顕在化

1. 潜水事故の発生状況（全体統計）

年間潜水事故の推移

2020年：事故件数26件、死亡者17人

2022年：事故件数42件、死亡者8人

2023年：事故件数48件（過去10年で2番目に多い）

2024年：事故件数36件、死亡・行方不明8人
（22.2%）

潜水作業は、水中という特殊環境下で行われる極め
て危険性の高い作業です。特に閉所・狭隘部での作
業は、具体的な統計データが示す通り、深刻な安全リ
スクを伴っています。

●具体的な事故事例（厚生労働省労働災害統計より）
ダム取水ゲート点検中の事故、港湾土木工事中の死亡事故、防波堤築造工事での事故、河川護岸工事での急浮上事故など
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なぜ今、水中ドローンが必要なのか（3/3）

課題3：長期的な劣化追跡の必要性

従来の潜水士による目視点検や簡易的なスケッチ、

文字記録、個人の主観に依存した判定から、現代

は以下の様な内容が求められている。

• 写真・動画による客観的証拠

• デジタルデータでの保存・共有

• 3次元モデルとの統合

• AI解析による定量的評価

• 複数時点のデータ比較による劣化速度の算出
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株式会社ジュンテクノサービスの実績

2018年から水中ドローンの活用を推進｜土木・インフラ分野で6年以上の実績

NETIS登録技術（国土交通省認定）

橋梁点検支援技術カタログ掲載

全国対応（本社：埼玉、営業所：福岡・札幌）

7つの主要分野で実績多数
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技術登録実績 1）NETIS登録技術（国土交通省認定）

NETIS登録番号：KTK-21000-2A

技術名称：
水中自航型ロボットカメラ(水中ドローン)による水中
設置物の保全点検技術

公共工事での適用が可能

• 海洋工事等における水中構造物の調査点検

• 各種施設の管路内等における狭小水中箇所の調査点検

• 浄水場内および配水池等調査点検

• 護岸工事の河岸状況や水際部の再生状況調査

• 河川橋脚水中部の点検撮影、クラック視認・洗掘の確認
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技術登録実績 2）橋梁点検支援技術カタログ

技術番号：BR030060-V0125

技術名称：
水中自航型ロボット(水中ドローン)による橋梁の洗掘点検
支援技術

国土交通省が橋梁点検の支援技術として正式にカタ
ログ掲載

• 2Dイメージングソナーによる洗掘調査

• 濁水環境下でも計測可能

• 橋脚の安全性評価に貢献
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水中ドローンを活用した主な分野一覧

1. ダム壁面・取水口の点検

2. 橋脚の洗掘調査

3. 農業用水路・管路内調査

4. 下水道管内の撮影（※処理水のみ）

5. 浄水場・配水池の点検

6. 港湾構造物の水中部点検

7. 工場排水路の堆砂調査

8. 洋上風力発電基礎の点検

9. 養殖場のモニタリング

10. 海底地形調査

11. 水難救助・捜索

12. 環境調査（水質・藻場）

13. 災害時の緊急調査
引用：「水中ドローンを取り巻く状況の変化と課題」PDF、日本水中ドローン協会の活
用分野紹介など
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全国対応可能・当社サービス事業内容

埼玉本社 ｜ 福岡営業所・札幌営業所の拠点を新設いたしました

全国対応可能｜デモンストレーション潜航・現場請負業務のご相談も承ります（出張費等お見積もり致します）
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活用事例① 農業用水路191m潜航点検（国内初）

株式会社ヒューテック様 ご協力事例

長野県内｜農業用水路管内点検

■ 現場概要

• 対象：農業用水路管内

• 距離：191m（バタフライ弁通過含む）

• 課題：段差（20cm）があり、小型

カメラ車では通過困難

■ 得られた成果

国内初の100m以上潜航実証

バタフライ弁の通過成功

管内状況の全体把握が実現

安全性の確保（人が入らずに点検完了）

■ お客様の声：「100m以上の水中点検実証は国内初の試みでありました。株式会社ジュンテクノサービス様へオペレーションを依頼し無事にバタフライ弁
の通過も成功。管内の状況も把握でき、安全に調査を終える事ができました。」（株式会社ヒューテック 代表取締役 富田 賢司様）

最大水深100ｍ
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活用事例② 配水池の事前点検（水を抜かずに実施）

株式会社水みらい小諸様 ご協力事例

小諸市｜配水池の事前点検

■ 現場概要

• 対象：配水池（複数箇所）

• 目的：定期点検・清掃前の事前状態

確認

• 機種：FIFISH V6

• 水を抜かずに配水池内部を撮影

• 堆積物・付着物の状態確認

• 各配水池の「ランク付け」判断材料を取得

■ 得られた成果

水を抜かずに事前点検が可能

人が入らず安全に実施

配水池ごとの状態ランク付けが可能に

清掃の優先順位・必要性を事前判断

■ お客様の声：「水中ドローンでできる範囲とできない範囲とある程度把握ができました。自社だけで各箇所の配水池のランク付けができることは大きな進
歩です。水を抜かずに人が入らず、事前点検ができることは大変心強いです。」（株式会社水みらい小諸 業務部 齋藤 和男様）
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活用事例③ 水産施設の取水管点検

福島県水産資源研究所様 ご協力事例

海水取水管内部点検

■ 現場概要

• 対象：温海水および自然海水取水管

• 目的：付着生物・堆積物の状況確認

• 機種：FIFISH系

• 管内部の全体撮影

• 付着生物（カキ類、ヒトデ類等）の確認

• 堆積物の状況確認

■ 得られた成果

未調査だった管内部の状況を可視化

付着生物の種類・個体数を確認

継手部の間隔異常を発見（漏水リスク）

今後の対策を練る判断材料を取得

■ お客様の声：「管内部にカキ類等の貝類や、ヒトデ類等の付着生物が確認されたが、個体数は少数でした。着水槽内に貝殻等の堆積物も確認され、その他
変状として、継手部の間隔異常も見ることができました。」（福島県水産資源研究所 種苗研究部 佐久間 徹様）
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2Dソナー活用事例①橋脚洗掘調査

①濁水環境でも計測可能

• 光学カメラでは視界ゼロの環境でも対象物を可視化

• 超音波で水中構造物の形状を把握

②3次元的な寸法計測

• 水平方向：幅の計測（130°範囲）

• 鉛直方向：高さ・奥行きの計測

• 水中ドローンを回転させて照射方向を切替

③主な活用シーン

• 橋脚の洗掘調査（深さ・範囲の把握）

• 堤体・護岸の損傷確認

 • 水深計測（水面から河床までの距離）

④光学カメラとの使い分け

• 濁水・暗所 → ソナーで形状把握

 • 透明度が高い → カメラで詳細確認

• 併用することで総合的な点検が可能
■当社掲載の橋梁点検支援技術カタログに詳細を記載しております。
こちらをご参考ください。 https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000029.000048475.html
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2Dソナー活用事例②ダム堤体点検

ダム堤体・取水構造物の状態把握

①対象

ダム堤体、スクリーン・ガイドレール、取水口、

吐口周辺

②環境

濁度中〜高、狭隘部、暗所

③確認項目

レールの腐食具合の視認、スクリーンのボル

ト・ナットのサビや腐食確認 、流木がスクリーン

底部に溜まっているか確認、構造物全体の損

傷・変状を把握、堆積物の確認

■当社の業務の請負費用は価格表に記載しております。
こちらをご参考ください。 https://www.jun-techno.com/business-underwaterdrone-shooting
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濁水環境では光学カメラは「見えない」→ソナーで解決

濁水・悪環境での可視映像の撮影だけで

は限界がある

↓

2Dイメージングソナーで「見える化と簡易的

な計測」を実現。寸法測定データをリアルタ

イムで取得 • 損傷・変状を定量的に評価がで

きる

2画面同時表示の利点 • 光学カメラとソナー

を同時に確認 • 視界不良時でも作業継続が可

能 • 効率的な点検作業を実現
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FIFISH E-MASTER 
NAVI

主要機能

Q-DVLホバリングシステム：水流がある環境でも安定

水中自動ナビゲーション：自動潜航、POI、ルート計画

AI測定：レーザーポインターとARスケーラーで計測

3Dマッピング：自動潜航で3Dマッピングデータ取得

前方・下方Q-DVL：側面・底部の撮影補助

レーザースケーラー：10cm基準点での距離測定

下方ソナー：音波で周囲の情報取得

リングウィングモーター：運動効率50%向上、最大3ノッ

ト対応

© 2026 JUN TECHNO SERVICE, Inc. A ll rights reserved.











主要機能

DVLソナー搭載：流速の速い環境で定点保持が可能

強力な推進力：前進4.5ノット、高流速環境に対応

有線給電：400m有線ケーブルで長時間連続稼働

広範囲点検：作業効率良く広いエリアを撮影

デュアル4Kカメラ：メインカメラ・サブカメラ付

最大水深350m：深い深度も対応可能

拡張性：各種オプションツール搭載可能

FIFISH W6 MAX
（有線給電＋DVL）

①DVLホバリング ②有線給電システム ③豊富な拡張性 ④作業効率の向上

水流がある環境◯

深度のある点検作業◯

大型構造物◯

電池残量を気にしない

作業時間の短縮

有線なのでロストなし

ロボットアーム装着

ソナーの装着

追加カメラを装着

モーターパワーUP

素早く対象物へ移動

流速に負けない強さ
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水中ドローンの導入効果のまとめ

安全性の向上

•潜水士の危険作業を減らす

•高所、深所、有毒ガス作業のリスク軽減

コスト削減
•施設の水抜き作業が不要

調査品質の向上

•4K高精細映像で詳細確認

•2Dソナーで濁水環境も可視化

•データ保存で経年変化を追跡

作業効率の改善
•広範囲を短時間で調査

•リアルタイムで状況確認

•繰り返し調査が容易

•即座にデータ共有可能
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